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令和４年第４回館山市議会定例会     

通  告  質  問          

                     

  

【第１日目：１２月１９日（月）】１０：００～ 

 

 １－①[長谷川秀徳議員] 

一 学校としての利用が休止・廃止された校舎及び付帯施設の利活用について伺います。 

１ 昨年の第４回定例会にも同様の質問をしましたが、神戸・富崎地区は、地区住民との協議を行

っていくとの回答がありました。現在どのような状況になっているか伺います。 

２ 令和７年度には、館山中学校校舎（旧二中校舎）が使用されなくなります。今後の利活用に対

してどのように考えているのか伺います。 

二 家庭児童相談体制強化事業について伺います。 

  令和３年度の児童虐待相談件数が２,０００件を超えていると決算審査特別委員会で回答があ

りました。この児童虐待相談には、どのように対応しているのか伺います。 

三 船形バイパスに関して伺います。 

 １ 無電柱化の予定は、ありますか。 

   船形地区は、令和元年房総半島台風で電柱の倒壊があり長い間停電の被害を受けました。 

   無電柱化を推進すべきと考えますがいかがでしょうか、伺います。 

 ２ 道路照明整備の予定はあるか伺います。 

 ３ 船形バイパス整備に伴う根岸公園への影響を伺います。 

   公園の入口、トイレ、遊具の位置関係は、道路とどのようになるか伺います。 

 ４ 旧ふれあい市場跡、閉館予定の若潮ホール跡をパーク＆ライドとして整備してはどうか伺い

ます。 

 

１－②[鈴木ひとみ議員] 

一 「館山を離れた若い人」が戻ってくるための取組について 

  若い人たちが戻ることを促すためにどのような取組を行うのかを伺います。 

二 子育て支援について 

１ 幼稚園の三歳児クラス、こども園の三歳児の短時間枠について伺います。 

２ 子育て世帯への家事支援、一時預かりについて伺います。 

３ 館山市立幼稚園について今後の統廃合について伺います。 

三 市民協働について 

  地域課題解決のための市民参画の場を増やし、協働のまちづくりを推進させるための取組に

ついて伺います。 

 

【１２月１９日（月）】１３：００～ 

 

１－③[龍﨑 滋議員] 

一 市長の今後の市政運営における活性化策について伺います。 

１ 館山市の一次産業の振興をどのように行うかを伺います。 

２ 農業における若者の新規就農の推進と離農抑制策を伺います。 

３ 観光業及び関連産業の振興策について考えを伺います。 

二 食のまちづくり拠点及び道の駅について 
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１ 道の駅の登録についてどのように進めているかを伺います。 

２ 整備主体を館山市単独型とした理由は何かを伺います。 

３ 渚の駅を道の駅に登録することが出来るかを伺います。 

三 小規模多機能自治推進ネットワーク会議について 

 １ 館山市はこの会議に参加しているが、どのような構想をもって参加したのかを伺います。 

 ２ 現在の状況と今後の取組について伺います。 
 

１－④[鈴木正一議員] 

一 新市長に問う。 

 １ これからの館山市をどう変えていくのか伺います。 

 ２ 第一次産業の活性化が急務だと思いますが考えを伺います。 

 ３ 今後の教育に関しての考えを伺います。 

 ４ スポーツ観光についての考えを伺います。 

二 館山市地域公共交通について 

 １ 現在、市街地循環バスの実証運行が行われているが、現状を伺います。 

 ２ 買い物シャトルサービスの実証運行が１２月から開始されますが、実施にあたり問題等はな

かったか。また、今後の方向性について伺います。 

三 船形バイパスに伴う、社会教育施設（若潮ホール）について 

社会教育施設は、いつまで使用できるのか、また、使用している方に説明をしたのか伺います。 

 

【第２日目：１２月２０日（火）】１０：００～ 

 

 ２－①[鈴木順子議員] 

新市長の市政運営について 

変化を求める市民の声にどう答えるのか。 

一 「若者が戻って来る、戻ってきたいと思えるまち」にするための具体策を問う。 

二 高校３年生まで子ども医療費の助成範囲拡大について 

 市議であった新市長は高校３年生までの医療費無償化と訴えていたと思いますが考えに変化があ 

ったのですか。 

三 食のまちづくり事業は継続するのですか。 

四 農水産業・医療・介護事業などへの就業支援とは具体的に何をどう支援するのか。 

 

２－②[石井敏宏議員] 

一 市長の選挙チラシの政策について 

 １ 「子ども医療費の助成範囲の更なる拡大」ですが、高校生の入院及び通院の医療費助成につ

いて、実現の目途はいかがでしょうか。 

 ２ 「学校給食費の無償化」に関して、財政的な制約もあるので第三子の無償化は最低限継続し

て欲しいところですが、第一子と第二子も含めて、給食費のあり方についての考えを伺います。 

 ３ 「中高生議会の導入」ですが、中高生の意見を市政に反映する民主主義的な意義があると同

時に、学校現場の多忙さという実現の難点もあると思います。現時点における構想を伺います。 

 ４ 「『市長と話そう！』の会（地区別・年代別など）を毎月開催」とありますが、いつ頃から始

めるのでしょうか。 

 ５ 「情報発信力を強化し、館山市の良さを最大限にアピールする」とありますが、拡散力が高

いのはツイッターなので、市長個人が始めてはいかがでしょうか。 
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二 多様な働き方に応じた、子供の柔軟な受け入れ体制について 

 １ 館山市子ども・子育て支援事業計画には、一時保育、延長保育、土曜保育、休日保育、乳児

保育、障害児保育、病児・病後児保育についての実施と検討が記載されていますが、それぞれ

の保育の受け入れ体制について伺います。 

 ２ 計画には公設学童クラブに関しても、「土曜・日曜・祝日の保育ニーズへの対応や、利用希望

者が集中する、長期休暇中の体制への対応」と記載されていますが、対応状況を伺います。 

三 温水プールについて 

１１月１１日にスポーツ推進審議会に初めて出席したところ、委員たちから温水プールの存続

を望む声が結構ありました。小中学校のプールや宮城のプールは老朽化して使えなくなったら廃

止もやむを得ないかなと思いますが、しっかりとした通年型のバリアフリー化した公営プールは

１つあるべきではないでしょうか。 
 

 

【１２月２０日（火）】１３：００～ 

 

２－③[榎本祐三議員] 

一 生産年齢人口の減少に関して 

 １ 館山市の生産年齢人口の減少について、どのように受け止めているのか。 

 ２ 生産人口の減少を少しでも遅らせる方策として、どのようなことを実行しようとしているの

か。 

 ３ 「若者のＵ ターン」を推進する方策として考えている取組は。 

二  第４次行財政改革方針に関して 

 １ 方針策定の経過等について 

   当該方針の策定を進めていると思うが、その計画や策定経過はどのようになっているか。 

 ２ 策定にあたり考慮していることについて  

   第４次行財政改革方針では、従来の方針と変わる特別なものはあるのか。また、策定にあた

り考慮していることはどのようなことか。 

 ３ 目標値の設定について 

   当該方針では対応する取組について、それぞれ目標値を設定するのか。 

三 市庁舎の建設の取組 

 １ 現庁舎の維持管理について 

   館山市公共施設個別施設計画＜市庁舎＞の施設マネジメント「老朽化の現状」によれば、Ｃ

の広範囲に劣化（安全上、機能上、不具合発生の兆し）になっているが、建設までの令和１４ 年

度まで大丈夫なのか。 

 ２ 新庁舎の建設位置について 

   令和７年度から令和９年度にかけて候補地を含む検討をするとあるが、県等の公共施設の集

約化との対応はどのように考えているのか。 

 ３ 新庁舎建設費用について 

 新庁舎建設費用と建物以外の土地の取得の費用はどのように見積もっているのか。 

 

２－④[石井信重議員] 

一 世代交代を訴えられた、市長のまちづくりに関する考えについて 

 １ 船形バイパスの整備、国道１２７号の館富トンネルの４車線化、ごみ焼却施設の長寿命化な

ど、長年の課題事業に対して、どのように考えているか伺います。 
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 ２ 人口減少や少子高齢化など地方の地域が共通に抱えている課題に対して、どのように認識、

考えているか伺います。 

 ３ 安房３市１町の抱える現状と課題、またそれらに対して、どのような取組を考えているか伺

います。 

 ４ 台風やコロナ禍により疲弊している現状に対して、まちを元気にするための考えを伺います。 

二 コロナ禍による地域経済の立て直し、特に観光面について 

 １ 海、食、スポーツなどの魅力を生かした取組について伺います。 

２ 南総里見まつりなど、伝統文化、文化財を生かした取組について伺います。 

 

２－⑤[佐野聖一議員] 

一 館山市職員の職場環境について伺います。 

１ 現状の職員数で過不足はありますか。 

２ ハラスメント対策について、現況と今後の対応について。 

二 選挙公約について伺います。 

１ 海の魅力を最大限に活かすため、県管理地の有効活用が必要だと思いますがどのように考え

ているか伺います。 

２ 不妊治療の助成充実について何から取り組むのか伺います。 


